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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 913 △1.7 △12 ― △9 ― △12 ―

2019年３月期第１四半期 929 △0.1 △2 ― △1 ― △12 ―
(注) 包括利益 2020年３月期第１四半期 16百万円( ―％) 2019年３月期第１四半期 △19百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 △3.36 ―

2019年３月期第１四半期 △3.28 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 3,936 2,172 34.2

2019年３月期 3,783 2,165 35.7
(参考) 自己資本 2020年３月期第１四半期 1,344百万円 2019年３月期 1,350百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― ― ― 2.00 2.00

2020年３月期 ―

2020年３月期(予想) ― ― ― ―
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2020年３月期の配当金につきましては、現時点では未定であります。
　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,766 △8.5 46 505.0 44 234.4 35 ― 9.55

通期 3,491 △9.5 88 240.5 82 153.9 63 ― 17.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 3,673,320株 2019年３月期 3,673,320株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 6,890株 2019年３月期 6,870株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 3,666,435株 2019年３月期１Ｑ 3,666,484株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善が続き緩やかな回復基調で推移し

たものの、米中間の貿易摩擦や中東情勢の緊迫化など海外経済の不確実性が高まっており、また、消費増税の影響

が懸念されるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループは、中期経営計画に基づきマット事業の立て直しと食品事業の成長を

基本として取り組んでまいりました。当第１四半期連結累計期間の業績は、食品事業はレトルト関係を中心に改善

の方向で進んでまいりましたが、産業資材事業及びマット事業は業績の不振が続きました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は913百万円(前年同四半期比1.7％減)、営業損失は12百万円(前年

同四半期は営業損失2百万円)、経常損失は9百万円(前年同四半期は経常損失1百万円)、親会社株主に帰属する四半

期純損失は12百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失12百万円)となりました。

セグメントの経営成績を示すと、次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分の変更を行っており、当第１四半期連結累計期間の

比較・分析は変更後の区分に基づいております。変更の詳細は、添付資料の７ページ「四半期連結財務諸表に関す

る注記事項 (セグメント情報等) セグメント情報」の「Ⅱ ２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照く

ださい。

（産業資材事業）

援助米用樹脂袋の販売減少が減収の要因となり、黄麻関係は麻縄等の販売が減少したため減益となりました。

その結果、売上高は144百万円と前年同四半期と比べ14百万円（8.9％）の減収、営業損失は4百万円（前年同四半

期は2百万円の営業利益）となりました。

（マット事業）

日本国内及び海外の販売は、普及車・軽自動車など廉価なタイプの販売が中心となりました。また、生産拠点

であるタイ国の労働法改正による退職給付引当金の増額は利益を圧迫しました。その結果、売上高は460百万円と

前年同四半期と比べ11百万円（2.5％）の減収、営業損失は10百万円（前年同四半期は0百万円の営業損失）とな

りました。

（食品事業）

パスタは、輸入品や競合他社の影響を受け減収となりましたが、原価率の見直しや販管費の削減に努めまし

た。レトルト関係の商品は、前期に引き続きカレーの販売が好調に推移し売上利益を伸ばしました。その結果、

売上高は306百万円と前年同四半期と比べ10百万円（3.5％）の増収、営業利益は2百万円（前年同四半期は4百万

円の営業損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は3,936百万円、前連結会計年度末と比較して153百万円の増加とな

りました。主な要因は、流動資産における仕掛品の増加52百万円、固定資産における投資有価証券の増加96百万円

であります。

当第１四半期連結会計期間末における負債は1,764百万円、前連結会計年度末と比較して146百万円の増加となり

ました。主な要因は、流動負債における支払手形及び買掛金の増加37百万円、固定負債における長期借入金の増加

48百万円、退職給付に係る負債の増加15百万円であります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は2,172百万円、前連結会計年度末と比較して7百万円の増加となり

ました。この結果、自己資本比率は34.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間及び通期の業績につきましては、2019年５月14日の業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 601,149 620,919

受取手形及び売掛金 629,182 659,801

商品及び製品 219,224 223,469

仕掛品 147,533 200,106

原材料及び貯蔵品 316,514 260,605

その他 32,107 43,309

貸倒引当金 △511 △523

流動資産合計 1,945,200 2,007,688

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 251,759 247,274

土地 791,941 799,614

その他（純額） 105,785 101,079

有形固定資産合計 1,149,486 1,147,968

無形固定資産 12,587 12,238

投資その他の資産

投資有価証券 604,724 700,757

繰延税金資産 44,955 42,180

その他 99,728 99,594

貸倒引当金 △73,488 △73,488

投資その他の資産合計 675,919 769,043

固定資産合計 1,837,993 1,929,250

資産合計 3,783,194 3,936,938

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 391,403 429,129

短期借入金 30,000 30,000

1年内償還予定の社債 160,000 160,000

1年内返済予定の長期借入金 133,504 148,408

未払法人税等 4,499 4,423

賞与引当金 14,800 29,044

その他 119,775 137,802

流動負債合計 853,983 938,808

固定負債

社債 190,000 190,000

長期借入金 341,920 390,673

繰延税金負債 49,557 49,397

退職給付に係る負債 155,067 170,634

長期預り保証金 2,500 1,500

その他 24,623 23,006

固定負債合計 763,667 825,211

負債合計 1,617,651 1,764,019
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 564,343 564,343

利益剰余金 648,226 628,585

自己株式 △5,324 △5,331

株主資本合計 1,307,245 1,287,597

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △35,047 △39,617

為替換算調整勘定 78,273 96,543

その他の包括利益累計額合計 43,226 56,926

非支配株主持分 815,071 828,395

純資産合計 2,165,543 2,172,918

負債純資産合計 3,783,194 3,936,938
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 929,588 913,671

売上原価 751,576 749,221

売上総利益 178,012 164,450

販売費及び一般管理費 180,649 177,328

営業損失（△） △2,637 △12,877

営業外収益

受取利息 14 14

受取配当金 4,002 4,524

為替差益 899 1,894

その他 396 1,162

営業外収益合計 5,311 7,596

営業外費用

支払利息 2,249 2,062

支払保証料 971 1,028

その他 685 1,018

営業外費用合計 3,906 4,109

経常損失（△） △1,232 △9,390

特別損失

投資有価証券評価損 5,508 -

特別損失合計 5,508 -

税金等調整前四半期純損失（△） △6,741 △9,390

法人税、住民税及び事業税 4,244 3,344

法人税等調整額 △1,978 3,575

法人税等合計 2,265 6,919

四半期純損失（△） △9,006 △16,310

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

3,009 △4,002

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △12,016 △12,308
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純損失（△） △9,006 △16,310

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,457 △4,569

為替換算調整勘定 △23,379 37,360

その他の包括利益合計 △10,921 32,790

四半期包括利益 △19,928 16,480

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,991 1,391

非支配株主に係る四半期包括利益 △8,936 15,089
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 159,159 472,884 296,677 928,720 867 929,588

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 159,159 472,884 296,677 928,720 867 929,588

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

2,674 △891 △4,909 △3,126 488 △2,637

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△)であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 144,919 460,965 306,970 912,854 816 913,671

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 144,919 460,965 306,970 912,854 816 913,671

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△4,660 △10,877 2,012 △13,525 647 △12,877

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△)であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして表示していた「不動産開発事業」について量的な重要性が

乏しくなったため、「その他」に含めて記載する方法に変更しております。なお、前第１四半期連結累計期間のセグ

メント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。
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